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一

村
文
化
祭
開
催
要
綱

第
十
二
回
村
交
化
祭
を
左
記
の
　
　
1
1
、
竸
冠
大
会

通
り
開
催
い
た
し
ま
す
の
で
御
　
　
1
2
、
演
芸
会

協
力
を
切
に
お
願
い
い
た
し
ま
　
五
、
行
事

す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
十
二
月
四
日
午
前
申
出
品
受
付

日
、
主
催
　
　
　
　
　
　
　
　
　
午
後
陳
列
審
査

　
東
郷
村
東
郷
村
教
育
委
員
　
　
五
日
前
九
、
○
○
開
展

　
　
　
　
　
会
報
、
三
〇
ノ
フ
ト
挙
ル

ニ
藷
四
鰻
・
三
三
㌫
撒
議

三
、
会
場
轟
小
学
校
　
六
，
襯
鶏
。
護
展

四
、
事
業
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
午
前
九
時
よ
り
柔
道

　
1
、
学
童
作
品
展
　
　
　
　
　
　
　
〃
　
十
時
よ
り
正
午
迄

　
2
・
村
勢
郷
土
展
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
婦
人
大
会

　
3
、
農
協
展
（
農
機
具
展
）
　
　
　
　
　
一
〇
、
○
○
　
駅
伝

4
、
農
林
産
品
展
　
　
　
　
後
一
、
○
○
表
彰
式

　
5
・
特
産
品
展
（
木
炭
展
）
　
　
　
　
展
示
物
論
展

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
、
○
○
　
演
芸
会

　
6
、
畜
産
品
展

て
攣
鍵
田
辮
難
椰
ほ

　
8
、
生
花
展
　
　
　
　
　
　
　
1
、
教
育
功
労
者
、
優
良
分

　
9
、
青
年
室
　
　
　
　
　
　
　
館
、
優
良
団
体

m
、
婦
人
室
（
生
活
改
善
展
）
2
、
農
林
産
．
叩
、
そ
の
確

　
　
　
般
展
示
品
に
参
加
賞

　
3
、
競
技
大
会
は
各
種
目
毎

　
　
　
に
一
等
二
等
三
等
、
参

　
　
　
加
賞

　
4
、
畜
産
展
各
種
目
毎
に
優

　
　
　
等
、
一
等
、
二
等
、
三

　
　
　
等
、
参
加
賞

　
5
、
審
査
競
技
　
一
等
、
二

　
　
　
等
、
三
等

　
6
、
演
芸
会
参
加
賞

　
7
、
学
童
作
品
　
村
教
育
会

　
　
　
に
一
任

七
、
農
林
塵
品
展
の
出
品
回
目

並
に
数
量
　
　
　
　
　
～

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
俵
米
本
館
（
玄
米
ニ
リ
ツ
ト
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
ル
）
分
館
（
玄
米
一
極
）
　
一

　
甘
藷
（
一
身
）
大
根
、
白
菜

　
（
各
三
株
）
里
芋
（
一
株
）

　
午
第
、
人
参
（
各
五
本
）
葱

　
（
一
把
廻
り
三
〇
糎
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
馬
鈴
．

　
薯
（
三
舞
）
ホ
…
レ
ン
草
一

　
二
把
）
豆
類
三
リ
ツ
髪

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
｝

魁
酷
墾
託
煽
よ

　
落
花
生
（
ニ
リ
ツ
ト
ル
）
み

　
か
ん
、
柿
（
各
六
個
）

　
栗
（
一
リ
ッ
ト
ル
）
卵
（
十

　
個
）
椎
茸
（
四
〇
〇
瓦
）
木

　
炭
（
一
軒
）
茶
（
二
〇
〇
瓦
）

　
（
み
そ
四
〇
〇
瓦
）
正
油

　
（
○
、
五
リ
ッ
ト
ル
）
む
し
ろ

　
（
一
枚
）
そ
ら
く
ち
（
一
荷
）

　
緬
（
手
な
い
一
ば
ん
、
機
械

　
一
丸
）
か
ま
す
（
一
枚
）
炭
俵

　
（
五
枚
）
く
ら
し
た
、
か
さ

　
（
各
一
個
）
草
履
（
一
足
）
そ

　
の
他
（
木
工
品
、
竹
工
品
）

八
、
出
羽
物
に
つ
い
て
の
留
意

　
富
項

　
1
、
品
名
、
部
落
名
、
出
品
者

　
　
氏
名
の
札
を
つ
け
る
こ
と

　
2
、
売
品
．
非
売
品
、
参
老

　
　
品
の
別
を
明
記
の
こ
と

　
3
、
出
品
物
の
包
装
を
厳
に

　
　
し
て
お
く
こ
と

　
4
、
・
出
品
物
は
各
公
民
館
で

　
　
ま
と
め
て
搬
入
の
こ
と

◇
分
館
交
化
祭
に
つ
い
て

　
一
、
各
分
館
文
化
祭
は
適
当

　
　
な
期
日
に
開
催
す
る

　
2
、
事
業
等
に
つ
い
て
は
本

　
　
館
町
化
祭
に
準
じ
て
行
う

ρ
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東
郷
村
議
会
定
例
議
会
は
十
月

二
十
六
日
午
前
十
時
村
議
会
議

事
堂
に
招
集
さ
れ
会
期
二
日
間

で
次
の
事
件
に
つ
い
て
審
査
し

原
案
の
通
り
可
決
確
定
さ
れ
ま

し
た
。

○
議
案
第
三
十
八
号

　
村
有
財
産
の
取
得
に
つ
い
て

　
さ
き
に
葉
た
ば
こ
取
扱
所
の

　
土
地
建
物
を
村
有
財
産
と
し

　
て
百
三
十
万
を
も
つ
て
購
入

　
す
る
こ
と
に
決
定
し
た
が
、

　
こ
の
代
償
と
し
て
本
村
は
専

　
売
公
社
高
鍋
出
張
所
の
職
員

　
住
宅
を
建
築
す
る
こ
と
に
な

　
つ
た
の
で
ヒ
の
敷
地
を
購
入

　
す
る
こ
と
に
つ
い
て
原
案
通

　
り
可
決
確
定
し
た
。

○
議
案
第
三
十
九
号

　
東
郷
村
教
育
委
員
会
事
務
局

　
等
定
数
条
例
の
一
部
を
改
正

　
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

　
寺
迫
小
学
校
の
給
食
実
施
に

　
伴
い
給
食
婦
を
一
名
設
置
す

　
る
必
要
が
あ
る
の
で
、
村
教

　
育
委
員
会
事
務
局
職
員
等
定

　
数
条
例
中
学
校
職
員
（
雇
よ

　
う
人
）
八
名
を
九
名
に
改
正

　
す
る
こ
と
に
つ
い
て
原
案
通

　
b
可
決
確
定
し
た
。

○
議
案
第
四
十
号

　
特
別
職
の
職
員
で
非
常
勤
の

　
者
の
報
酬
及
び
費
用
弁
償
に

　
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正

　
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

　
特
別
職
の
職
員
で
非
常
勤
で

　
あ
る
村
議
会
議
員
の
報
酬
の

　
改
正
と
公
民
館
運
営
審
議
委

　
員
及
び
消
防
団
員
の
村
内
旅

　
費
支
給
の
一
部
を
改
正
す
る

　
条
例
で
原
案
の
通
り
可
決
確

　
託
し
た
。

○
議
案
第
四
十
一
号

　
村
長
外
特
別
職
の
給
与
条
例

　
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の

　
制
定
に
つ
い
て

　
村
長
外
特
別
職
の
職
員
の
給

　
与
を
改
正
す
る
条
例
の
一
部

　
を
改
正
す
る
条
例
で
原
案
の

　
通
り
可
決
確
定
し
た
。

○
議
案
第
四
十
二
号

　
一
般
職
の
職
員
の
給
与
に
関

　
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す

　
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

　
一
般
職
の
職
員
の
給
与
に
関

　
す
る
法
律
の
改
正
に
伴
い
一

　
般
職
の
職
員
の
給
与
の
一
部

　
を
改
正
す
る
条
例
で
原
案
の

　
通
り
可
決
確
定
し
た
。

○
議
案
第
四
十
三
号

　
職
員
の
旅
費
に
関
す
る
条
例

　
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の

制
定
に
つ
ぺ
～

　
職
名
の
改
正
ノ
繭
会
事
務
局

　
の
設
置
に
伴
う
職
員
の
旅
費

　
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改

　
正
す
る
条
例
で
原
案
の
と
お

　
り
可
決
確
定
し
た
。

○
議
案
第
四
十
四
号

　
昭
和
三
十
四
年
度
東
郷
村
歳

　
入
歳
出
予
算
の
追
加
更
正
に

　
つ
い
て

　
本
件
は
特
別
職
の
職
員
の
報

　
酬
給
与
並
び
に
一
般
職
の
職

　
員
の
給
与
の
改
正
に
よ
る
追

　
加
と
農
道
改
良
事
業
補
助
林

　
道
開
さ
く
事
業
補
助
等
の
追

　
加
が
主
な
も
の
で
実
質
追
加

　
額
三
百
七
万
六
千
八
百
七
十

　
円
の
追
加
更
正
に
つ
い
て
原

　
案
の
通
り
可
決
確
定
し
た
。

　
こ
の
議
決
起
伴
い
予
算
の
累

計
額
は
七
千
六
百
九
十
四
万

　
六
千
五
百
三
十
円
と
な
っ
た

○
議
案
第
四
十
五
号

　
昭
和
三
十
四
年
度
東
郷
村
国

民
健
康
保
険
事
業
勘
定
特
別

　
会
計
歳
入
歳
出
予
算
の
追
加

更
正
に
つ
い
て

　
本
件
は
準
備
金
積
立
金
と
一

　
般
職
の
職
員
の
給
与
の
改
正

　
に
よ
る
追
加
が
重
な
も
の
で

　
実
質
追
加
額
六
十
二
万
八
千

　
四
百
四
十
円
の
追
加
更
正
に

　
つ
い
て
原
案
通
り
可
決
確
定

　
し
た
。

　
こ
の
議
決
に
伴
い
予
算
の
累

　
仙
川
は
八
百
十
一
万
遍
千
百

　
円
と
な
っ
た
。

○
議
案
第
四
十
六
号

　
昭
和
三
十
四
年
度
東
郷
村
国

　
民
健
康
保
険
直
営
診
療
施
設

　
勘
定
特
別
会
計
歳
入
歳
出
予

　
算
の
追
加
更
正
に
つ
い
て

　
本
件
は
医
療
用
器
具
薬
品
代

　
及
び
一
般
職
の
職
員
の
給
与

　
の
改
正
に
よ
る
追
加
が
重
な

　
も
の
で
実
質
追
加
額
は
四
十

　
万
一
千
四
百
七
十
円
の
追
加

　
更
正
に
つ
い
て
原
案
通
り
可

　
決
確
定
し
た
。

　
こ
の
議
決
に
伴
い
予
算
の
累

　
計
額
は
、
七
百
三
十
二
万
二

　
千
五
百
五
十
円
と
な
っ
た
。

○
議
案
第
四
十
七
号

．
耕
地
災
害
復
旧
事
業
資
金
の

　
起
債
に
つ
い
て

　
中
島
頭
首
工
外
二
地
区
の
耕
・

　
地
災
害
復
旧
事
業
資
金
に
充

　
当
す
る
た
め
大
蔵
省
資
金
運

　
用
三
又
は
郵
政
省
簡
易
保
険

　
局
よ
り
一
百
万
円
の
起
債
を

　
な
す
こ
と
に
可
決
確
定
し
た

○
陳
情

　
1
可
搬
動
力
ポ
ン
プ
購
入
に

　
　
対
す
る
村
費
助
成
方
陳
情

　
　
に
つ
い
て

　
　
小
野
田
区
長
及
び
第
一
部

　
　
長
よ
り
提
出
さ
れ
た
可
搬

　
　
動
力
ポ
ン
プ
購
入
に
対
す

　
　
る
村
費
助
成
方
陳
情
に
つ

　
　
い
は
審
議
の
結
果
陳
情
の
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＝
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＝
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＝
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一
一
一
一
一
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≡
＝
一
＝
≡
三
≡
富

村
で
は
去
る
九
月
三
十
日
昭
和

三
十
三
年
度
決
算
の
認
定
を
う

け
ま
し
た
が
そ
の
申
で
村
税
の

決
算
状
況
並
に
本
年
下
半
期
の

村
税
徴
収
計
画
等
御
知
ら
せ
し

ま
す
と
共
に
納
税
に
つ
い
て
格

段
の
御
協
力
を
御
願
い
す
る
次

第
で
す
。

一
、
決
算
状
況

村
税
の
収
入
総
額
は
二
千
百
六

十
八
万
七
千
円
で
五
百
九
十
七

万
九
千
円
の
滞
納
額
を
繰
越
し

た
状
況
で
調
定
に
対
し
牧
入
率

は
約
八
十
一
％
と
な
っ
て
い
ま

す
。
本
村
の
徴
税
実
刑
は
従
来

よ
り
あ
ま
り
よ
い
方
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
し
か
し
昭
和
二
十
六

年
度
六
十
八
％
を
最
低
と
し
て

年
毎
に
上
昇
し
昭
和
三
十
二
年

度
決
算
に
着
て
は
八
十
五
％
と

全
国
平
均
の
徴
収
率
を
示
し
た

の
で
あ
り
ま
し
て
村
民
各
位
の

御
協
力
に
対
し
感
謝
申
上
げ
て

き
た
次
第
で
あ
り
ま
す
。

本
年
度
徴
攻
率
が
昨
年
に
比
し

四
％
も
お
ち
た
の
は
各
種
の
事

情
が
重
な
っ
た
と
思
わ
れ
ま

す
。本

年
は
幸
に
し
て
台
風
災
害
も

免
れ
豊
作
が
予
想
さ
れ
て
い
ま

す
が
こ
の
秋
こ
そ
滞
納
一
掃
に

村
民
一
丸
と
な
っ
て
立
上
り
が

ん
張
っ
て
い
た
だ
き
恋
い
も
の

で
す
。

さ
き
に
記
し
た
収
入
額
の
う
ち

に
は
国
有
資
産
所
在
市
町
村
交

付
金
等
直
接
に
村
民
が
負
担
し

て
な
い
額
が
約
六
百
万
円
あ
り

そ
れ
を
差
引
い
た
一
千
五
百
六

十
八
万
七
千
円
が
直
接
負
担
額

で
あ
り
ま
す
。

あ
る
と
考
え
ま
す
が
隣
接
町
村

の
状
況
を
も
考
え
あ
わ
せ
本
村

の
場
合
更
に
村
税
に
対
す
る
考

え
方
と
納
税
に
対
す
る
協
力
を

よ
り
一
層
強
く
要
請
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
考
え
ま
す
。

一一

A
今
後
に
於
け
る
徴
収
計
画

村
と
し
て
は
産
業
の
振
興
教
育

の
刷
新
そ
の
他
村
民
福
阯
の
為

の
施
策
を
た
く
さ
ん
も
っ
て
い

ま
す
、
と
共
に
之
等
の
仕
事
を

す
る
た
め
大
き
な
費
用
を
必
要

村
税
に
つ
い
て

こ
の
額
を
村
の
一
世
帯
平
均
に

し
て
み
ま
す
と
七
千
四
百
七
十

円
と
な
り
村
民
一
人
当
り
は
一

千
四
百
二
卜
六
円
と
な
っ
て
い

ま
す
。

以
上
は
三
十
三
年
度
申
の
負
担

額
で
あ
り
滞
納
に
な
っ
た
分
の

納
入
が
な
さ
れ
た
と
す
れ
ば
負

担
は
増
し
ま
す
が
村
民
福
祉
の

た
め
よ
り
大
き
な
成
果
が
得
ら

れ
た
で
し
ょ
う
。

私
達
の
努
力
の
足
ら
ざ
る
面
も

と
し
ま
す
。

一
般
会
計
の
予
算
総
額
に
対
し

村
税
牧
山
が
占
る
割
合
は
三
十

％
で
は
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
他

の
攻
入
は
あ
ら
か
じ
め
使
い
み

ち
の
定
ま
っ
た
国
県
の
補
助
金

と
か
借
入
金
と
い
っ
た
も
の
で

直
接
村
民
福
阯
の
仕
事
に
使
え

る
金
は
村
税
で
あ
り
納
税
の
良

し
悪
し
が
村
政
の
進
展
に
重
大

な
る
影
響
を
も
た
ら
す
こ
と
は

今
更
申
上
ば
る
ま
で
も
な
い
こ

と
で
あ
り
ま
す
。

村
税
滞
納
者
の
う
ち
一
万
円
以

上
の
者
が
百
三
十
人
税
額
に
し

て
二
百
三
十
五
万
円
も
あ
り
之

が
一
掃
に
は
並
々
な
ら
ぬ
努
力

を
要
す
る
と
共
に
断
乎
た
る
徴

牧
手
段
も
止
む
得
ぬ
と
考
え
十

一
月
申
旬
を
期
し
五
千
円
以
上

滞
納
者
の
強
制
処
分
方
針
を
計

画
そ
の
事
務
を
進
め
て
い
ま

す
。従

来
の
強
制
執
行
は
不
動
産
重

点
の
処
分
を
な
し
て
き
ま
し
た

が
今
期
柴
動
産
の
処
分
も
あ

わ
せ
て
行
う
方
針
で
あ
り
不
動

産
処
分
と
違
っ
て
直
接
納
税
者

に
接
し
作
業
を
進
め
る
場
合
が

多
く
、
や
や
も
す
る
と
納
税
者

と
の
間
に
意
思
の
疎
通
を
継
ぐ

こ
と
も
考
え
ら
れ
ま
す
が
い
た

づ
ら
な
マ
サ
ツ
を
さ
け
あ
く
ま

で
も
公
平
無
私
な
執
行
を
な
す

と
共
に
最
終
目
的
で
あ
る
滞
納

一
掃
を
図
り
た
い
。

村
民
各
位
の
特
別
な
る
御
協
力

を
御
願
い
す
る
次
第
で
す
。

通
り
採
択
し
た
。
・

2
東
郷
村
森
林
組
合
藷
援

助
と
し
て
村
有
林
（
立
木
）

　
の
払
下
げ
方
陳
情
に
つ
い

　
て

　
東
郷
村
森
林
組
合
長
よ
り

陳
情
の
あ
っ
た
全
組
合
経

　
営
援
助
の
た
め
の
村
有
林

　
の
払
下
げ
方
に
つ
い
て
は

　
審
議
の
結
果
陳
情
の
通
り

　
採
択
し
た
。

3
山
三
児
洗
線
（
通
称
神
門

腺
）
県
道
改
良
工
事
の
促

進
陳
情
に
つ
い
て

本
件
に
つ
い
て
は
本
村
と

南
郷
村
議
会
に
お
い
て
期

成
同
盟
特
別
委
員
会
を
結

成
し
て
お
り
去
る
十
月
六

　
日
出
県
の
上
県
当
局
に
陳

情
し
た
。

　
な
お
本
件
は
引
続
い
て
陳

情
し
目
的
を
達
成
し
な
け

　
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
継
続

審
議
と
す
る
こ
と
に
決
定

　
し
た
。

保
健
だ
よ
り

　
　
　
　
　
衛
　
生
　
係

十
一
月
の
保
健
関
係
行
事
を
お

知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

一
、
百
日
咳
と
ヂ
フ
テ
ー
ー
ヤ
の

　
予
防
接
種
を
実
施
し
て
お
り

　
ま
す
。
初
回
の
子
供
は
三
回

　
必
ず
接
種
し
て
下
さ
い
。
昨

　
年
三
回
し
た
子
供
は
一
回
で

　
す
。

　
恐
ろ
し
い
病
気
か
ら
子
供
を

　
守
る
た
め
に
期
日
を
忘
れ
な

　
い
よ
う
に
必
ず
お
い
で
下
さ

　
い
。
料
金
は
無
料
で
す
。

二
、
各
学
校
の
寄
生
虫
検
査
も

　
行
う
予
定
し
て
お
り
ま
す
。

　
十
月
ま
で
一
般
の
駆
虫
を
実

　
施
し
て
非
常
に
効
果
を
あ
げ

　
ま
し
た
が
今
度
は
学
校
で
す

　
父
兄
の
皆
様
も
御
協
力
下
さ

　
い
。

三
、
天
高
き
気
候
で
す
が
ま
だ

　
く
伝
染
病
菌
は
活
動
旺
盛

　
で
す
。
熟
柿
の
蝿
（
銀
蝿
、

　
小
輪
）
等
恐
ろ
し
い
病
源
菌

　
を
盛
ん
に
運
ん
で
お
り
ま
す

　
疫
痢
や
赤
痢
も
衰
え
て
お
り

　
ま
せ
ん
。
充
分
注
意
し
て
蝿

　
取
り
も
実
行
し
て
下
さ
い
。

四
、
県
下
一
済
の
ね
ず
み
退
治

　
が
は
じ
ま
り
ま
す
。

百
万
県
民
が
三
百
五
十
万
匹

　
の
ね
ず
公
を
相
手
に
食
う
か

　
食
わ
れ
る
か
の
合
戦
で
す
。

　
年
間
十
億
以
上
の
ね
ず
み
に

　
よ
る
損
害
の
賠
償
は
こ
れ
ら

　
の
「
野
ね
ず
み
家
ね
ず
み
」

　
の
駆
除
以
外
に
ま
あ
り
ま
せ

　
　
　
　
　
　
に

ん
。
ね
ず
み
取
ウ
の
薬
剤
、

　
そ
の
他
は
実
施
計
画
に
し
た

　
が
っ
て
あ
っ
せ
ん
し
ま
す
の

　
で
皆
さ
ん
は
ね
ず
み
退
治
を

　
チ
ユ
ー
公
に
悟
ら
れ
な
い
よ

　
う
に
今
か
ら
揮
を
締
め
て
お

　
い
て
下
さ
い
。

五
、
十
二
月
に
入
る
と
狂
犬
病

　
の
予
防
注
射
を
実
施
す
る
予

定
で
す
。
犬
を
可
愛
い
が
つ

　
て
お
ら
れ
る
方
は
洩
れ
な
く

　
注
射
さ
れ
ま
す
様
、
詳
し
い

　
日
程
は
後
日
お
し
ら
せ
し
ま

　
す
。

　
こ
の
予
防
注
射
を
受
け
な
い

　
と
犬
は
捕
殺
さ
れ
る
の
で
注

意
し
て
下
さ
い
。

　
　
　
　
冒
　
昌
7
呂

村
報
お
お
き
に

　
　
　
延
岡
　
都
甲
　
鶴
男

三
三
十
月
号
有
り
が
た
く
拝

読
。
い
く
つ
に
な
っ
て
も
、
故

郷
の
匂
い
と
言
う
も
の
は
懐
し

い
も
の
で
す
。
「
点
滴
」
に
柿

が
色
づ
き
は
じ
め
た
と
書
い
て

あ
り
ま
し
た
が
、
故
里
の
四
季

の
変
化
は
、
殊
更
に
ホ
ー
ム
シ

ッ
ク
を
そ
そ
る
よ
う
で
あ
り
ま

す
。
こ
ん
な
に
近
い
延
岡
に
い

て
も
山
陰
に
い
る
頃
は
飛
報
等

あ
ま
り
詳
し
く
は
見
ず
大
き
い

見
閏
し
を
見
る
に
過
ぎ
な
か
っ

た
が
、
こ
う
し
て
離
れ
て
見
る

と
隅
か
ら
隅
ま
で
む
さ
ぼ
り
読

む
の
も
亦
お
か
し
い
よ
う
に
あ

り
ま
す
。

昨
夜
は
木
村
誠
三
郎
さ
ん
と
高

森
文
夫
さ
ん
と
三
人
で
夜
遅
く

ま
で
私
の
家
で
、
山
陰
の
話
。

い
い
も
ん
で
す
ね
、
郷
里
の
話

は
。と

こ
ろ
で
冠
山
先
生
の
野
球
記

事
は
又
懐
し
い
。
丁
度
昨
年
の

八
月
号
か
九
月
号
か
に
「
欝
欝

青
年
を
愛
す
」
と
私
は
記
事
を

書
い
た
事
が
あ
り
ま
し
た
が
、

コ
再
び
冠
山
青
年
を
愛
す
」
と

書
き
た
く
な
っ
た
気
持
が
し
た

位
で
す
。
長
渡
清
八
さ
ん
は
相

変
ら
ず
青
年
と
野
球
が
好
き
で

す
ね
。
　
「
霞
ん
で
こ
の
面
自
い

野
球
を
観
に
来
ん
の
だ
ろ
う
」

と
か
「
私
は
社
会
体
育
が
大
い

に
叫
ば
れ
て
い
る
今
日
、
村
民

も
も
っ
と
・
　
・
」
等
と
独
り
で

悲
憤
こ
う
慨
し
て
い
る
難
山
先

生
の
純
真
な
姿
が
尊
く
も
あ

り
、
お
か
し
く
も
あ
り
ま
し
て

叉
懐
し
い
。
民
間
社
会
体
育
主

事
を
自
ら
任
じ
て
い
る
難
山
先

生
に
深
甚
の
敬
意
を
表
し
ま

す
。部

落
対
抗
バ
レ
ー
等
が
予
定
さ

れ
て
い
る
が
い
い
事
で
す
ね
。

東
郷
村
の
社
会
教
育
、
社
会
体

育
、
万
々
歳
。
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村
民
排
球
夫
会
に
よ
せ
て

、

村
民
排
球
大
会
に
思
う

　
「
明
る
い
家
庭
生
活
を
お
く
り

た
い
。
」
と
は
す
べ
て
の
人
が

希
う
と
こ
ろ
で
す
が
、
明
る
い

生
活
を
お
く
る
た
め
に
は
色
々

な
要
素
が
あ
り
ま
す
が
、
「
健

康
」
も
重
要
な
要
素
の
一
つ
で

あ
る
こ
と
は
今
更
申
す
ま
で
も

な
い
こ
と
で
あ
り
ま
す
。

健
康
を
増
進
し
ま
た
保
持
す
る

た
め
に
不
可
決
な
こ
と
は
適
し

た
運
動
を
適
度
に
行
う
こ
と
で

あ
り
ま
す
。
農
民
は
そ
の
毎
日

の
仕
事
が
珍
く
ぐ
み
に
な
り
下

を
向
い
て
働
く
こ
と
が
多
い
の

で
、
こ
れ
を
矯
正
す
る
意
味
か

ら
も
背
や
腰
を
伸
ば
す
運
動
を

必
要
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
農
民
の
日
々
の
生
活

の
実
態
か
ち
み
て
農
村
に
ふ
さ

わ
し
い
体
育
と
し
て
「
バ
レ

：
」
が
奨
励
さ
れ
て
い
ま
す
。

バ
レ
ー
は
背
や
腰
を
伸
ば
す
運

動
で
あ
る
事
は
勿
論
で
す
が
、

こ
の
遅
動
は
小
人
数
で
も
多
人

数
で
も
出
来
る
し
場
所
も
そ
う

広
く
は
い
り
ま
せ
ん
、
庭
先
で

二
人
や
三
人
で
も
出
来
ま
す
。

上
手
な
者
も
下
手
な
も
の
も
老

人
も
子
供
も
男
も
女
も
共
に
楽

し
く
、
気
楽
に
面
白
く
出
来
る

運
動
で
あ
り
ま
す
。

本
県
で
は
県
民
百
万
バ
レ
ー
を

提
唱
し
て
こ
れ
が
普
及
に
つ
と

め
て
い
ま
す
が
、
本
村
に
お
き

ま
し
て
も
、
村
民
全
員
が
バ
レ

ー
に
親
し
み
明
る
い
家
庭
健
康

な
教
会
を
つ
く
っ
て
い
た
だ
き

た
い
と
思
い
ま
し
て
、
そ
の
手

は
じ
め
と
い
た
し
ま
し
て
十
一

月
三
日
に
村
民
バ
レ
ー
大
会
を

催
し
ま
し
て
予
期
以
上
の
成
績

を
あ
げ
ま
し
た
こ
と
は
御
同
慶

に
堪
え
ま
せ
ん
。

今
回
の
こ
の
村
民
バ
レ
ー
大
会

の
目
ざ
す
と
こ
ろ
は
勝
敗
の
問

題
で
は
な
く
こ
の
行
事
を
機
縁

と
し
て
今
後
村
民
の
す
べ
て
の

方
々
が
バ
レ
ー
に
関
心
を
持
っ

て
い
た
だ
き
や
が
て
は
バ
レ
ー

が
生
活
の
中
に
と
け
こ
ん
で
村

民
の
健
康
の
増
進
に
、
ま
た
共

同
心
育
成
に
資
し
た
い
と
の
念

願
に
よ
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

轟
轟

化
の
創
造
を
祝
福
す
る
日
、
こ

の
よ
き
日
に
村
民
が
一
場
に
集

い
晩
秋
の
空
に
蘇
る
国
旗
の
下

で
村
民
バ
レ
ー
大
会
を
い
た
し

ま
す
こ
と
は
現
下
の
社
会
情
勢

か
ら
も
ま
た
子
孫
に
残
す
文
化

遺
産
の
面
か
ら
も
意
義
深
い
行

事
で
あ
る
事
を
信
じ
て
い
ま

す
。

二
、
大
会
状
況
報
告

菊
の
花
が
酸
新
た
る
十
一
月
三

日
、
本
村
初
め
て
の
村
民
排
球

大
会
が
東
郷
小
学
校
で
行
わ
れ

た
。
各
公
民
館
の
名
誉
を
担
っ

て
出
場
し
た
チ
ト
ム
は
男
子
十

チ
ー
ム
、
女
子
十
チ
ー
ム
で
あ

っ
た
。

午
前
九
時
開
会
式
が
行
わ
れ
大

国
旗
が
君
ケ
代
の
奏
楽
の
中
に

掲
揚
さ
れ
た
。
参
会
者
の
胸
に

去
来
し
た
感
慨
は
何
ん
で
あ
っ

た
ろ
う
か
、
古
き
時
代
は
明
治

節
と
し
て
奏
祝
し
た
日
、
現
代

は
文
化
の
日
と
し
て
慶
祝
の
日

大
会
長
で
あ
る
黒
木
村
長
の
挨

拶
の
後
、
わ
ざ
わ
ざ
こ
の
大
会

長
、
公
民
館
長
、
P
T
A
会

長
、
婦
人
会
長
、
学
校
の
先
生

方
の
奥
さ
ん
等
々
村
民
の
各
層

の
顔
が
入
り
ま
じ
倉
雪
見
ら
れ

ほ
＼
え
ま
し
い
限
り
で
あ
る
。

ど
の
チ
ー
ム
も
そ
の
技
と
い
い

齢
職
郡
夢
饒
躁

も
和
気
あ
い
あ
い
た
る
も
の
が

流
れ
試
合
毎
に
微
笑
爆
笑
、
拍

手
の
渦
が
ま
き
起
る
。
は
ず
む

ボ
ー
ル
の
ひ
び
き
は
晩
秋
の
空

高
く
鳴
り
渡
り
、
や
が
て
尾
鈴

の
連
峯
に
と
け
こ
ん
で
い
く
。

第
一
回
戦
が
終
っ
た
と
こ
ろ
で

村
婦
協
の
部
落
対
抗
の
継
走
が

灘
三
口
漿
報
馨
翻
魏
烈
酵
個
弘
灘

贈
爵
縫
繕
纏
辮
鶉
脚
激

さ
れ
た
。

選
手
の
中
に
は
村
会
議
員
や

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
‘

｝
で
「
速
い
ね
一
」
の
嘆
声
が

　
　
こ
こ
に
湧
き
「
か
あ
一
ち

ゃ
ん
早
く
早
く
」
　
「
そ
ら
か
一

ち
ゃ
ん
、
あ
と
が
く
る
が
一
」

の
可
愛
い
声
援
も
ま
じ
り
万
雷

の
拍
手
と
嘆
声
の
裡
に
予
選
を

終
り
決
勝
で
は
坪
谷
婦
協
チ
ー

ム
が
優
勝
し
鶴
野
内
二
位
、
越

表
三
位
、
仲
深
四
位
の
順
で
あ

っ
た
。

バ
レ
ー
は
第
一
回
戦
に
勝
ち
ぬ

い
た
男
手
は
仲
深
、
鶴
野
内

A
鶴
野
内
B
、
田
野
、
小
野
田

B
。
女
子
は
八
重
原
、
迫
野
内
、

田
野
、
仲
深
、
羽
坂
、
鶴
之
内

で
第
二
回
戦
が
行
わ
れ
た
。
コ

ー
ト
に
も
な
れ
心
も
落
つ
い
て

来
た
選
手
達
の
技
は
愈
々
さ
え

て
手
に
汗
を
握
る
プ
レ
ー
も
度

々
み
ら
れ
一
喜
一
憂
、
大
会
気

分
も
最
高
潮
に
達
し
た
。

か
く
て
准
優
勝
戦
で
男
手
は
仲

深
チ
ー
ム
、
小
層
舶
B
チ
ー
ム

女
子
は
迫
野
内
チ
ー
ム
、
仲
深

チ
ー
ム
が
大
接
戦
の
結
果
惜
し

く
も
敗
れ
去
り
、
優
勝
戦
は
男

子
は
鶴
野
内
A
、
B
女
子
は
鶴

野
内
、
八
重
原
チ
ー
ム
で
争
わ

れ
た
が
優
勝
の
栄
光
は
男
女
共

鶴
野
内
チ
ー
ム
に
か
が
や
い

た
。

午
後
弓
時
、
第
一
回
村
民
バ
レ

ー
ボ
ー
ル
大
会
は
何
一
つ
い
や

な
思
い
も
な
く
選
手
も
応
援
の

人
々
も
よ
か
っ
た
、
よ
か
っ
た

の
感
激
の
裡
に
終
り
を
つ
げ
、

こ
こ
に
本
村
社
会
体
育
史
に
輝

や
か
し
い
一
ぺ
ー
ジ
を
飾
っ
た

の
で
あ
る
。

こ
の
ま
こ
と
に
立
派
な
大
会
が

出
来
た
こ
と
は
各
選
手
諸
君
が

勝
敗
を
超
越
し
て
本
大
会
に
参

加
い
た
だ
い
た
こ
と
は
勿
論
で

あ
る
が
各
責
任
者
、
指
導
者
が

熱
心
に
そ
の
指
導
に
当
っ
て
い

た
だ
き
、
ま
た
選
手
の
家
族
の

方
の
よ
き
理
解
、
村
民
の
支
援

の
賜
で
あ
る
。
弦
に
深
甚
の
謝

意
を
表
す
る
と
と
も
に
こ
れ
が

機
縁
と
な
っ
て
各
部
落
に
於
て

排
球
が
常
時
行
わ
れ
て
明
る
い

家
庭
、
楽
し
い
社
会
建
設
に
資

し
た
い
も
の
で
あ
る
。

三
、
大
会
を
参
観
し
て

官
有
県
教
育
庁
保
健
課

　
　
　
　
倉
　
山

文
化
の
良
き
日
に
、
第
一
回
村

民
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
が
開
催

さ
れ
、
早
朝
よ
り
参
観
さ
し
て

い
た
だ
き
、
村
民
の
方
々
の
、

熱
と
力
と
和
の
も
と
に
、
終
始

な
ご
や
か
な
雰
囲
気
の
中
に
も

統
制
あ
る
行
動
に
接
し
、
誠
に

力
強
く
嬉
び
に
堪
え
ま
せ
ん
。

本
大
会
が
此
様
に
運
営
さ
れ
る

に
は
村
長
さ
ん
、
教
育
長
さ
ん

公
民
館
長
さ
ん
等
一
方
な
ら
ぬ

ご
苦
労
が
あ
っ
た
事
と
思
い
ま

す
が
、
こ
こ
に
第
一
回
大
会
が

有
意
義
の
う
ち
に
盛
会
裡
に
終

了
致
し
ま
し
た
事
を
、
村
民
の

皆
様
と
共
に
心
か
ら
お
嬉
び
申

上
げ
ま
す
。

皆
様
ご
承
知
の
通
り
、
県
で
は

本
年
度
よ
り
三
三
力
自
計
爾
で

百
万
人
県
民
こ
ぞ
っ
て
行
う
パ

レ
1
ボ
ー
ル
運
動
を
推
進
致
し

て
お
り
ま
す
、
言
う
ま
で
も
な

く
、
こ
の
運
動
は
、
決
し
て
優

秀
な
技
術
を
も
つ
選
手
を
作
り

出
す
為
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

老
若
男
女
、
県
民
み
ん
な
一
睡

に
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
を
楽
し
む
為

の
も
の
で
県
民
一
人
一
人
の
為

の
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
で
あ
り
バ
レ

ー
ボ
ー
ル
は
、
パ
ス
と
ジ
ャ
ン

プ
の
ゲ
ー
ム
だ
と
言
わ
れ
ま

す
。
パ
ス
す
る
場
合
も
ジ
ャ
ン

久
　
造

プ
す
る
場
合
も
、
身
体
を
瞬
間

伸
ば
し
き
る
事
が
必
要
で
す
。

従
っ
て
、
日
頃
農
耕
作
業
や
そ

の
他
の
前
に
か
が
み
が
ち
な
仕

事
に
従
事
さ
れ
て
い
ま
す
農
家

の
方
々
に
は
、
腰
を
伸
ば
す
こ

と
、
胸
を
は
る
事
等
、
健
康
上

又
美
容
上
に
も
有
効
な
運
動
と

言
え
る
わ
け
で
す
。

申
で
も
、
お
母
様
方
の
日
常
生

活
は
、
朝
起
き
て
か
ら
夜
お
や

す
み
ま
で
、
殆
ん
ど
前
屈
姿
勢

が
多
い
こ
と
に
お
気
づ
き
で
し

ょ
う
。
即
ち
炊
事
、
洗
た
く
、

ふ
き
掃
除
、
縫
物
、
ど
の
仕
事

も
前
か
が
み
の
仕
事
で
、
日
本

の
お
年
寄
り
は
腰
の
ま
が
っ
た

方
が
多
い
理
由
で
も
あ
る
わ
け

で
す
。
若
い
方
も
、
み
ん
な
、

算
す
ぢ
を
伸
ば
し
、
胸
を
は
る

運
動
が
必
要
で
す
。

次
に
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
は
、
非
常

に
狭
い
場
所
で
し
か
も
簡
単
に

出
来
る
ス
ポ
ー
ツ
で
す
。
ボ
ー

ル
ー
コ
あ
れ
ば
農
家
の
庭
先
で

も
、
稲
の
刈
取
り
跡
の
田
ん
ぼ

で
で
も
で
き
ま
す
し
、
又
二
人

で
も
三
人
で
も
出
来
る
わ
け
で

す
。
必
ず
し
も
九
人
つ
つ
の
チ

ー
ム
都
争
わ
な
け
れ
ば
バ
レ
ー

ボ
ー
鳳
は
出
来
な
い
と
考
え
る

　
　
　
　
が
い
で
す
。

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
は
六
人
つ
つ

で
行
っ
て
い
ま
す
。

東
郷
村
で
は
五
人
制
バ
レ
ー
ボ

ー
ル
を
行
わ
れ
て
も
又
十
二
人

つ
つ
の
チ
ー
ム
で
行
わ
れ
て
も

何
ら
差
支
え
な
い
の
で
す
。

一
人
で
も
多
く
の
人
が
一
回
で

も
二
回
で
も
バ
レ
ー
ボ
：
ル
を

行
っ
て
み
ま
し
よ
う
。

ス
ポ
ー
ツ
に
は
階
級
は
あ
り
ま

せ
ん
。
本
日
皆
様
見
ら
れ
ま
し

た
通
り
、
村
議
会
の
副
議
長
さ

ん
も
、
経
済
部
委
員
長
さ
ん
も

　
　
四
、

P
T
A
会
畏
さ
ん
も
、
み
ん
な

バ
レ
ー
を
す
る
時
に
は
平
等
で

す
。ど

う
か
今
日
の
こ
の
感
激
を
明

日
へ
の
力
源
と
し
て
今
後
共
、

余
暇
を
作
り
だ
し
、
余
暇
を
善

用
し
、
心
豊
か
な
生
活
を
お
送

り
下
さ
い
ま
す
様
、
そ
し
て
東

郷
村
が
宮
崎
県
で
一
番
立
派
な

村
に
発
展
さ
れ
ま
す
よ
う
心
か

ら
お
祈
り
し
つ
つ
、
こ
の
急
呈

の
地
東
郷
を
あ
と
に
バ
ス
の
客

と
な
り
ま
し
た
。

大
会
に
出
場
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
羽

十
一
回
の
催
し
に
も
か
か
わ
ら

ず
非
常
に
早
算
で
あ
っ
た
こ
と

を
本
当
に
嬉
し
く
思
い
ま
し

た
。年

令
別
の
チ
ー
ム
編
成
で
全
く

初
め
て
の
お
母
さ
ん
方
が
多
か

っ
た
の
に
も
か
か
わ
ら
ず
終
日

ま
じ
め
に
競
技
が
行
わ
れ
た
こ

と
を
出
場
さ
し
て
戴
い
た
一
人

と
し
て
嬉
し
く
思
い
ま
す
。

こ
ん
な
催
し
が
も
っ
と
多
く
も

っ
と
皐
く
か
ら
あ
っ
た
ら
と
思

い
ま
し
た
。
一
球
一
球
を
追
う
㎝

お
母
さ
ん
方
の
真
剣
な
目
、
し
一

ん
し
な
態
度
、
統
制
あ
る
チ
ー

ム
ワ
ー
ク
は
お
母
さ
ん
方
の
良

さ
を
そ
の
ま
ま
表
わ
し
て
い
る

と
思
い
ま
す
。

多
忙
な
家
事
の
一
刻
を
さ
い
て

夜
間
公
民
館
に
集
っ
て
練
習
し

た
僅
か
ば
か
り
の
臼
敷
で
よ
く

も
あ
れ
だ
け
で
き
た
も
σ
と
み

ん
な
で
話
し
合
っ
た
も
の
で
す

私
た
ち
は
男
の
方
と
一
緒
に
反

省
会
を
持
ち
ま
し
た
が
、
次
の

様
な
大
変
良
い
意
見
が
で
ま
し

坂
　
小
　
野
　
喜
美
子

　
て
本
当
に
こ
の
大
会
が
よ
い
収

穫
を
与
え
て
く
れ
た
と
思
い
ま

　
す
。

　
　
第
一
に
協
同
の
精
神
を
養
う

　
　
こ
と
の
で
き
る
こ
と
。

　
　
第
二
、
下
向
き
の
仕
事
を
し

　
　
て
い
る
関
係
上
大
い
に
伸
ぶ

　
　
運
動
で
あ
る
こ
と
。

　
　
第
三
、
こ
の
精
神
で
積
極
性

　
　
を
よ
び
お
こ
す
こ
と
。

　
　
第
四
、
部
落
の
横
の
つ
な
が

　
り
を
が
っ
ち
り
と
作
る
こ
と

　
第
五
、
特
に
婦
人
の
時
間
を

　
み
つ
け
て
ゆ
と
り
の
あ
る
生

　
活
を
さ
し
て
や
り
た
い
と
の

　
男
子
の
方
の
思
い
や
り
の
攻

　
穫

　
第
六
、
公
民
館
の
部
落
行
事

　
に
バ
レ
ー
大
会
を
加
え
て
実

　
施
し
て
行
き
た
い

　
等
の
意
見
が
熱
心
に
な
さ
れ

ま
し
た
。
将
来
こ
れ
を
機
会
に

ど
こ
の
部
落
も
活
澄
な
運
動
が

行
わ
れ
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。

有
意
義
な
催
し
を
計
画
さ
れ
ま

し
た
関
係
者
の
万
々
に
心
か
ら婦人継走決勝風景

感
謝
致
し
ま
す
と
共
に
盛
会
に

終
り
ま
し
た
こ
と
を
お
喜
び
申

上
げ
る
次
第
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
　
　
鶴
野
内

　
　
　
　
奈
須
ア
ヤ
子

何
時
も
家
事
に
忙
殺
さ
れ
て
い

る
私
達
に
と
っ
て
村
民
バ
レ
ー

大
会
が
行
わ
れ
る
と
言
う
知
ら

せ
ば
と
て
も
嬉
し
い
ニ
ュ
ー
ス

で
し
た
。
早
速
過
ぎ
し
学
校
時

代
の
誰
彼
の
友
達
の
顔
を
思
い

浮
べ
一
人
嬉
し
く
な
り
ま
し
た

当
日
ま
で
は
種
々
不
安
も
あ
り

練
習
し
乍
ら
も
ま
さ
か
優
勝
す

る
と
は
思
っ
て
も
見
な
い
こ
と

で
し
た
。
し
か
し
幸
に
優
勝
で

き
た
事
は
体
育
指
導
員
及
び
区

長
区
民
の
皆
様
の
応
援
の
賜
と

深
く
感
謝
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
勝
敗
は
別
と
し
て
私
達

に
も
こ
の
よ
う
な
機
会
が
与
え

ら
れ
た
上
は
今
後
共
ひ
ま
を
見

て
は
ボ
ー
ル
と
親
し
み
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
よ
り

明
る
く
た
の
し
い
人
生
を
送
り

た
い
も
の
だ
と
話
合
っ
て
い
る

も
の
で
す
。

　
　
　
　
，

県
共
進
会
に
出
陳
し
て

昨
年
夏
市
に
て
仔
牛
を
購
入
し

育
成
す
る
事
一
年
余
、
此
の
間

何
回
か
の
審
査
並
に
品
評
会
が

行
は
れ
去
る
九
月
柑
代
表
と
し

て
延
岡
市
に
於
て
の
郡
市
共
進

会
に
出
場
難
関
を
突
破
致
し
ま

し
て
十
月
二
十
三
日
よ
り
小
林

市
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

宮
崎
県
畜
産
共
進
会
に
出
場
の

栄
に
浴
し
ま
し
た
事
は
村
当
局

始
め
各
指
導
機
関
の
御
援
助
と

特
に
直
接
御
指
導
下
さ
っ
た
先

生
方
の
並
々
な
ら
ぬ
御
骨
折
と

村
民
の
皆
様
の
熱
烈
な
御
声
援

の
賜
で
あ
り
深
謝
致
し
ま
す
と

共
に
家
畜
と
と
も
に
育
つ
た
畜

産
人
と
し
て
無
上
の
喜
で
あ
り

ま
す
。

村
内
出
陳
者
は
東
臼
杵
畜
連
関

係
三
顧
、
児
湯
風
連
関
係
一
名

と
緬
羊
一
頭
で
あ
り
ま
し
た
。

私
共
は
出
発
以
来
緊
揮
一
番
実

に
不
眠
不
休
の
努
力
を
致
し
た

の
で
あ
り
ま
す
が
発
表
せ
ら
れ

ま
し
た
成
績
は
或
は
御
期
待
に

そ
ひ
得
な
か
っ
た
点
も
あ
ろ
う

か
と
思
い
ま
す
が
、
寺
巡
の
海

野
亀
市
氏
の
県
代
表
と
し
て
九

連
出
陳
を
始
め
と
し
、
宮
崎
県

史
の
一
頁
に
記
さ
れ
ま
し
た
事

で
御
許
し
願
い
た
い
の
で
あ
り

ま
す
。
特
に
私
が
心
強
く
感
じ

ま
し
た
事
は
若
冠
日
吉
広
美
君

が
優
秀
な
技
術
で
出
場
せ
ら
れ

た
事
で
青
年
育
成
家
と
し
て
末

た
の
も
し
い
限
り
で
あ
り
ま

す
。こ

う
し
た
共
進
会
が
或
は
育
成

偏
重
か
の
よ
う
に
思
は
れ
る
向

も
憂
う
る
者
で
あ
り
ま
す
が
、

あ
く
ま
で
も
畜
産
の
本
旨
は
仔

牛
の
生
産
で
あ
り
ま
し
て
、
今

回
出
陳
の
殆
ど
上
位
の
も
の
は

各
自
町
村
で
生
産
さ
れ
た
も
の

で
あ
り
、
そ
れ
だ
け
熱
も
入
り

難
就
籍
籍

　
　
　
　
　
、

秋
日
主
情

牧

水

秋
の
葉
の
日
に
光
る
か
な
ひ
そ
ひ
そ
と
急
ぐ
は
は
や
も
散

り
し
き
り
つ
つ

す
ず
か
け
の
落
葉
ひ
ろ
ふ
と
か
い
か
が
め
ば
地
の
匂
に
て

ま
な
こ
痛
め
り

玉
に
似
て
こ
こ
ろ
ふ
と
し
も
静
ま
り
ぬ
路
傍
の
お
ち
葉
踏

む
に
耐
へ
む
や

或
る
時
は
あ
は
れ
を
乞
へ
る
を
と
め
子
の
な
み
だ
の
如
く

眼
を
あ
ぐ
る
犬
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・

前
　
田
　
米
　
作

現
は
れ
て
い
た
事
は
既
に
優
秀

な
仔
牛
の
出
始
た
本
村
畜
産
に

大
き
な
教
訓
を
与
へ
ら
れ
た
も

の
と
思
い
ま
す
。

今
後
も
あ
る
程
度
の
導
入
は
必

要
か
と
思
い
ま
す
が
、
自
家
の

米
飯
よ
り
隣
家
の
麦
飯
と
云
っ

た
感
じ
を
捨
て
村
内
産
の
仔
牛

の
保
留
と
育
成
に
力
を
注
ぐ
べ

き
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

大
会
期
間
中
は
天
候
に
も
恵
ま

れ
、
人
畜
共
に
最
上
の
コ
ン
デ

ィ
シ
ョ
ン
で
万
余
の
人
垣
に
囲

ま
れ
な
が
ら
県
下
の
名
牛
と
優

劣
を
争
ひ
先
進
市
郡
の
卓
越
せ

る
育
成
技
術
家
と
招
喚
一
本
の

真
剣
勝
負
の
出
来
ま
し
た
事
を

き
ん
快
と
す
る
と
こ
ろ
で
あ
り

ま
す
、
又
小
林
市
周
辺
は
肥
沃

な
土
地
で
あ
り
ま
し
て
稲
は
黄

金
と
波
打
ち
目
に
し
み
る
よ
う

で
あ
り
ま
し
た
が
此
の
刈
入
の

最
申
に
も
か
か
わ
ら
ず
良
く
御

協
力
下
さ
れ
ま
し
た
小
林
市
民

の
純
情
を
も
決
し
て
忘
れ
て
は

な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。

次
に
村
議
会
議
員
諸
賢
を
始
め

耐
内
有
志
熱
心
家
に
は
遠
路
の

所
を
御
視
察
下
さ
れ
激
励
と
慰

労
を
戴
き
ま
し
た
事
を
厚
く
感

謝
申
上
げ
ま
す
。
此
の
大
葉
進

の
本
県
畜
産
の
大
絵
巻
の
中
で

受
け
ま
し
た
感
激
を
忘
れ
る
事

な
く
修
得
し
ま
し
た
経
験
を
更

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
脚

に
研
究
致
し
ま
し
て
、
坂
に
車

を
押
す
如
き
本
村
畜
産
の
振
興

に
努
力
し
農
業
経
営
の
改
善
に

微
力
を
捧
げ
御
恩
の
万
分
の
一
鞘

に
も
致
し
た
い
所
存
で
あ
り
ま

す
。

家
庭
菜
園

　
今
月
ま
き
つ
け
で
き
る
野
菜

　
類

家
庭
栽
園
の
栽
培
計
画
を
た
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
摩

る
場
合
、
野
菜
の
ま
き
時
の
関

係
を
よ
く
知
る
こ
と
が
大
切
に

な
り
ま
す
の
で
、
今
月
ま
き
つ

け
る
野
菜
が
何
時
収
穫
で
き
る

か
の
点
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま

し
よ
う
。

十
三
ま
き
に
ん
じ
ん

　
ま
き
時
　
十
一
月
下
旬
～
十

　
　
　
　
　
十
二
月
上
旬

　
と
り
時
　
五
月
目
六
月
申
旬

　
栽
培
上
の
注
意

◇
と
う
立
ち
を
さ
せ
な
い
こ
と

◇
日
割
れ
を
少
く
す
る
こ
と

　
渦
ま
き
す
ぎ
て
年
内
に
導
き

　
く
な
り
す
ぎ
る
と
翌
春
、
根

　
が
充
分
肥
大
し
な
い
中
に
と

　
う
立
ち
し
た
り
根
割
れ
が
多

　
く
な
り
ま
す
。

　
遅
ま
き
す
ぎ
て
も
低
温
の
た

　
め
に
発
芽
が
悪
く
な
り
ま
す

　
理
想
的
に
は
本
葉
三
～
五
、

　
根
の
大
き
さ
ニ
ミ
リ
程
度
で

　
冬
越
さ
せ
る
こ
と
で
す
。

囹
時
無
大
根

　
ま
き
時
十
一
月
上
、
申
旬

　
と
り
時
　
三
月
～
四
月

囹
晩
秋
ま
き
ほ
う
れ
ん
草

　
ま
き
時
　
十
一
月

　
と
り
時
　
三
月

　
十
一
月
に
ま
き
つ
け
ま
す
の

　
で
低
温
の
た
め
発
芽
が
幽
い

　
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
こ
の

　
点
注
意
し
ま
す
、
春
先
に
な

　
つ
て
二
～
三
月
頃
急
に
伸
び

　
始
め
ま
す
の
で
牧
穫
時
期
が

　
お
く
れ
る
と
、
と
う
立
ち
の

　
心
配
が
あ
り
ま
す
。

ん
野
道
に
リ
ン
ド
ウ
が
咲
い
た

裏
の
庭
木
に
ひ
た
き
が
一
人
ぼ

つ
ち
ゃ
っ
て
来
て
さ
び
し
さ
を

か
こ
っ
て
い
る
。

す
み
切
っ
た
夜
あ
け
の
空
を
か

ら
す
の
一
群
が
飛
ん
で
い
る
。

田
圃
に
は
掛
干
の
竿
の
み
が
残

っ
て
い
る
。
古
く
ろ
に
柿
が
す

ず
な
り
に
な
っ
て
ク
日
に
照
ら

さ
れ
て
る
。
晩
秋
だ
。

き
『
は
た
し
て
出
来
る
だ
ろ
う

か
』
と
心
配
さ
れ
た
村
民
バ
レ

ー
大
会
も
見
事
な
出
来
栄
で
終

っ
た
。
村
民
の
体
位
向
上
の
面

に
協
和
の
上
に
大
き
く
プ
ラ
ス

し
た
事
は
、
は
か
り
知
れ
な

い
。
初
老
の
声
の
か
か
っ
た
も

の
も
三
十
の
若
者
も
一
つ
の
ポ

ー
ル
を
申
心
に
技
を
臓
ふ
さ
ま

は
尊
く
も
あ
り
ま
た
美
し
い
姿

で
あ
る
。

★
村
文
化
祭
が
十
二
月
五
、
六

日
に
開
か
れ
る
。
今
年
で
十
二

回
を
数
え
る
の
で
あ
る
。
本
村

の
交
化
祭
も
、
も
う
確
固
た
る

伝
統
が
出
来
た
よ
う
だ
、
運
営

に
は
色
々
問
題
は
あ
り
批
判
も

あ
る
が
さ
て
ど
う
ず
れ
ば
よ
い

か
と
な
る
と
そ
う
伝
統
は
た
や

す
く
か
へ
ら
れ
る
も
の
で
も
な

い
し
、
又
か
ゆ
べ
き
も
の
で
も

な
い
。
す
べ
て
文
化
は
螺
旋
的

に
進
む
も
の
で
あ
る
か
ら
。
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公
　
民
　
館

　
　
　
　
　
　
　
　
東
郷
村
婦
人
連
絡
協
議
会

　
　
　
　
　
　
　
　
東
郷
村
青
年
団
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会
、
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郷
新
生
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会

　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ

一
、
お
祭
り
に
は
お
客
の
招
待
は
や
め
ま

　
し
よ
う
。

一
、
内
灘
は
簡
素
に
し
て
お
宮
の
賑
い
を

盛
ん
に
し
ま
し
よ
う
。

ゼ
験
離
締
塁
鑓
麗
解
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